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生産資材費の削減や環境負荷の低減
の観点から、除草剤の施用量を減らす
技術が求められています。そのための

有力な手段として機械除草がありますが、作物を傷つけずに
作物の株間や株元まで十分に除草することは困難です。当セ
ンターでは、機械除草がしやすい作物条間は機械で除草し、
株間・株元には除草剤を散布する方式（ハイブリッド除草）
によって除草剤の施用量を減らす技術の開発を進め、これま
でに移植水稲で効果を確認しています。本研究では、同じ方
式を採用した畑作物向けのハイブリッド除草機の開発に取り
組みました。

ハイブリッド除草技術で
大豆の除草剤を半分に

《ハイブリッド除草機のしくみと作業法》

開発したハイブリッド除草機は、３条の中耕ロータリ、電
動ポンプ、薬液タンクおよび中耕ロータリに取り付けた散布
ノズルなどで構成され、乗用管理機またはトラクタに装着し
て使用します（図１）。中耕作業と同時に、作物の近傍にだ
け除草剤薬液を帯状に散布します。これにより作物条間は中
耕で機械除草され、株間・株元は除草剤で除草されます。

《除草の効果と除草剤散布量の削減》

除草剤散布幅は作物条間の50%程度
ですので、圃場面積あたりの散布量は
全面散布（１aあたり10L）に比べて約
50％削減されます（表１）。大豆の圃
場でハイブリッド除草作業と慣行の除
草作業を比較すると、作業３週間後の
残草量はほぼ同じで、除草剤散布量を
減らしても同等の除草効果がありまし
た（図２）。

このハイブリッド除草機の適用場面
は、中耕を実施している大豆圃場とな
ります。圃場全体での除草剤施用量を
削減できるとともに、通常は別工程で
行う除草剤散布作業を同時に行えるの
で、総作業時間の短縮も期待できます。
ただし、除草剤の有効成分数と使用回
数は変わらないので、特別栽培農産物
のための農薬使用回数削減にはつなが
らないことに注意する必要がありま
す。
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図１／開発した畑作用ハイブリッド除草機（左：乗用管理機型、右：トラクタ型）

表１　ハイブリッド除草機の作業性能

図２　大豆圃場での残草乾燥重量の比較
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